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８－２Ｈ形鋼部材の耐力
（１）柱梁接合部の耐力（突合せ溶接の場合）

Fu ：被接合材の引張強度(1.1*Fu) 442 [N/m㎡]
H ：梁成 400 [mm]
B ：梁フランジ幅 200 [mm]
tw ：ウェブ厚 8 [mm]
tf ：フランジ厚 13 [mm]
r ：フィレット半径 16 [mm]
sc ：スカラップ（ない時はフィレット半径） 35 [mm]
wS ：ウェブの隅肉サイズ 5.1 [mm]
n ：片面溶接=1,両面溶接=2 2
wa ：ウェブの隅肉溶接の有効のど厚 3.57 [mm]
Lw ：片面ウェブ溶接長（H-2tf-2sc-2wS） 293.8 [mm]

・突合せ溶接の単位長さ当たり最大耐力
1 フランジの溶接耐力

= 5750 [N/mm]

2 ウェブの溶接耐力
（前面すみ肉：引張）

= 1276 [N/mm]

（側面すみ肉：せん断）

= 912 [N/mm]

・接合部の曲げ耐力
柱梁接合部の最大曲げ耐力ｊＭｕが次式を満足する場合を保有耐力接合とする。

ｊＭｕ≧1.3ｍＭｐ
ここで、

mMp ：梁の全塑性曲げ耐力。但し、Ｆ値は1.1倍して比較する。
Mp=Zp・Fy= 345.9 [kN・m]

mMp=Mp= 345.9 [kN・m]

fPu ：梁フランジの溶接引張耐力
fPu=fqu×B= 1149.9 [kN]

第一項(溶接耐力)： 749.9 [kN] =(+1.4*n*wa*Lw*Fu)/@SQRT(3)/1000
第二項(母材耐力)： 1039.5 [kN] =tw*Lw*Fu/1000

∴wPu= 749.9 [kN]

= 500.1 [kN・m] ← ∵第一項＝ 445.0 [kN・m]
第二項＝ 55.1 [kN・m]

Mj=jMu/1.3= 384.7 ＞mMp＝ 345.9 [kN・m] 保有耐力接合

・せん断耐力
柱梁接合部の最大せん断耐力ｊＱｕが次式を満足する場合を保有耐力接合とする。

ｊＱｕ≧1.3ｍＱｐ

ここで、
mQp ：梁の全塑性せん断耐力。但し、Ｆ値は1.1倍して比較する。

Qp= 464.8 [kN]
mQp=Qp= 464.8 [kN]

= 536 [kN]

Qj=jQu/1.3= 412.0 ＜mQp＝ 464.8 [kN] 非保有耐力接合

fqu=tf×Fu

wqu1=
1.4wa・Fu

3

wqu2=
wa・Fu

3

wPu=min[
1.4n・wa・Lw・Fu

3
、tw・Lw・Fu]

jMu=fPu(H-tf)+
wPu・Lw

4
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８－２ Ｈ形鋼部材の耐力
(１) 柱梁接合部の耐力（突合せ溶接の場合）

・接合部の曲げ耐力
柱梁接合部の最大曲げ耐力ｊＭｕが次式を満足する場合を保有耐力接合とする。

ｊＭｕ≧1.3ｍＭｐ
ここで、

mMp ：梁の全塑性曲げ耐力。（Ｍｐ／１．１）として比較する。

・せん断耐力
柱梁接合部の最大せん断耐力ｊＱｕが次式を満足する場合を保有耐力接合とする。

ｊＱｕ≧1.3ｍＱｐ
ここで、

mQp ：梁の全塑性せん断耐力。（Ｑｐ／１．１）として比較する。

検 討 部 位
G1 単位

Mp ：梁の全塑性モーメント =1.1F・ZP 55 [kN・m]
Qp ：梁の全塑性せん断耐力 =VM 157 [kN]

Fu ：被接合材の引張強度(1.1倍しない) 400 400 400 400 400 [kN/m㎡]
H ：梁成 200 350 336 446 450 [mm]
B ：梁フランジ幅 100 175 249 199 200 [mm]

tw ：ウェブ厚 5.5 7 8 8 9 [mm]
tf ：フランジ厚 8 11 12 12 14 [mm]
r ：フィレット半径 11 14 20 18 18 [mm]

sc ：スカラップ（ない時はフィレット半径） 11 35 35 35 35 [mm]
wS ：ウェブの隅肉サイズ 4.0 6.0 6.0 6.0 8.0 [mm]
n ：片面溶接=1,両面溶接=2 2 2 2 2 2

wa ：ウェブの隅肉溶接の有効のど厚 2.8 4.2 4.2 4.2 5.6 [mm]
Lw ：片面ウェブ溶接長（H-2tf-2sc-2wS） 154 246 230 340 336 [mm]

・溶接の単位長さ当たり最大耐力
１．フランジの突き合わせ溶接耐力 = 3200 4400 4800 4800 5600 [N/mm]
２．ウェブの溶接耐力を曲げに

考慮しない(0)、する(1) 1 0 0 0 0
（前面すみ肉：引張）

= 905 1358 1358 1358 1811 [N/mm]

（側面すみ肉：せん断）
= 647 970 970 970 1293 [N/mm]

fPu ：梁フランジの溶接引張耐力 fPu=fqu×B= 320 770 1195 955 1120 [kN]
wPu ：梁ウェブの溶接引張耐力

第一項（溶接耐力）=(1.4*n*wa*Lw*Fu)/√3/1000 279 668 625 923 1217 [kN]
第二項（母材耐力）=tw*Lw*Fu/1000 339 689 736 1088 1210 [kN]

∴wPu=min(wPu1,wPu2)= 279 668 625 923 1210 [kN]
・曲げ耐力の検討

Mp(再掲）= 55 0 0 0 0
= 72 261 387 415 488 [kN・m]

∵第一項＝ 61 261 387 415 488 [kN・m]
第二項＝ 11 0 0 0 0 [kN・m]

mMp=Mp/1.1= 50 0 0 0 0 [kN・m]
1.3mMp= 65 0 0 0 0

＜jMu ＜jMu ＜jMu ＜jMu ＜jMu [kN・m]
保有耐
力・J

保有耐
力・J

保有耐
力・J

保有耐
力・J

保有耐
力・J

・剪断耐力の検討 Qp(再掲）= 157 0 0 0 0
= 199 477 446 660 869 [kN]

mQp=Qp/1.1= 143 0 0 0 0 [kN]
1.3mQp= 186 0 0 0 0

＜jQu ＜jQu ＜jQu ＜jQu ＜jQu [kN]
保有耐
力・J

保有耐
力・J

保有耐
力・J

保有耐
力・J

保有耐
力・J

fqu=tf×Fu

wqu1=
1.4wa・Fu

3

wqu2=
wa・Fu

3

wPu=min[
1.4n・wa・Lw・Fu

3
、tw・Lw・Fu]

jMu=fPu(H-tf)+
wPu・Lw
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jQu=wqu2・Lw・n


